第９回岡山リサーチパーク研究・展示発表会
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【特別講演会】　15:15～16:45　大会議室
「人の心と物の世界」　　　えくあん　けんじ
ＧＫデザイングループ代表　栄久庵 憲司　氏
■講師プロフィール

　1929年東京生まれ。1955年東京芸術大学美術学部図案科卒業。1957年ＧＫインダストリアルデザイン研究所設立、所長となる。1973年第８回世界インダストリアルデザイン会議実行委員長。1985年国際科学技術博覧会会場施設デザイン専門委員。1989年世界デザイン博覧会総合プロデューサー等をつとめる。

　代表的なデザイン作品としては、ヤマハオートバイ、キッコーマン卓上醤油瓶、秋田新幹線“こまち”等がある。

　現在、(株)ＧＫデザイン機構代表取締役会長、ＧＫデザイングループ代表、国際インダストリアルデザイン団体協議会名誉顧問、(財)国際デザイン交流協会理事、Design for the World(世界デザイン機構)会長、日本デザイン機構会長、道具学会会長。

　主な受賞としては、1979年デザイン界のノーベル賞といわれる国際インダストリアルデザイン団体協議会のコーリン・キング賞受賞、1992年藍綬褒章受章、通産省のデザイン功労者表彰、1996年英国ミシャ・ブラッグ賞受賞、1997年フランスより芸術文化勲章受章、1999年 THE LONDON INSTITUTEより名誉博士号授与、2000年勲四等旭日小授章受章、2003年ラッキーストライク・デザイナー・アワード受賞、2004年フィンランド獅子勲章コマンダー章受章。

　主な著書は「道具考」「幕の内弁当の美学」「モノと日本人」「人の心と物の世界」など。

　僧侶だった父親と、母親も広島県出身で、焼け野原となった広島で夜空を見た体験などがインダストリアルデザインの道に進むきっかけともなり、中国地方とも関係が深い。

■講演内容
　物の世界は人の心次第で変わるものです。その人の心は時代の移り変わりで変わらない部分もありますが、概して変わっていくものです。それに伴って、物の世界も変わっていくものです。

　また、物の変化は人に刺激を与え、相互に刺激し合うことで生活の仕方は大いに変わります。このことは、文化の様相が変化していることを意味しているのです。この様な変化は産業に多大な影響を与え、同時に経済への影響も多大です。国民の生活がかかっているということです。それだけに、社会的に見て、心の質、物の質の高さが問われることになるの






